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山本大臣閣議後会見



科学技術イノベーション総合戦略
～新次元日本創造への挑戦～

本日閣議決定

経済再生



INNOVATE
Or
DIE



安倍総理から「『科学技術イノベーション総合戦略』を策定」
するよう指示。

私たちは再び世界一を目指します。

世界一を目指すためには、なんと
言ってもイノベーションであります。

安倍政権として、新しい方針として、
イノベーションを重視していく。その
ことをはっきりと示していきたい。

新たな科学技術イノベーション政策のいわば「骨太の方針」



Ⅰ. クリーンで経済的なエネルギーシステムの実現

Ⅱ.国際社会の先駆けとなる健康長寿社会の実現

Ⅲ.世界に先駆けた次世代インフラの整備

Ⅳ. 地域資源を’強み’とした地域の再生

Ⅴ. 東日本大震災からの早期の復興再生

科学技術イノベーションが取り組むべき
５つの課題

大幅な省エネルギー・節電対策の鍵となる次世代パワー半導体の技術開発を推進

再生医療、ロボット介護機器等

維持管理ロボットによる省力化
自己修復材料による耐久性の向上

ゲノム情報を活用した新品種の開発とブランド化

東日本大震災における被災者の健康状態及び大規模災害時の健康支援に関する研究

iPS細胞

自己修復後ひび割れ

装着型ロボット



イノベーションの芽を育む

○多様な人材がリーダーシップを発揮
○国際的なイノベーションハブを強化
○競争的資金制度を再構築

イノベーションを結実させる

○ベンチャー企業等新規事業に取り
組む企業を活性化
○規制改革、国際標準化・知財戦略
を強化

イノベーションシステムを
駆動する

○産学官・府省間の連携を強化
○研究支援体制を充実
○産学の人材流動化を促進

研究開発法人の改革
研究開発の特性（長期性、不確実性、
予見不可能性、専門性）等を十分に踏
まえた法人制度の改革が必要

世界最高水準の
新たな制度を創設

科学技術イノベーションに適した環境創出



「科学技術関係予算戦略会議（仮称）」の設置

総合科学技術会議の司令塔機能強化

「革新的研究開発支援プログラム（仮称）」の創設
※ＦＩＲＳＴ後継施策

「戦略的イノベーション創造プログラム（仮称）」
の創設 ※府省横断型のプログラム



【第112回総合科学技術会議 総理御発言要旨】

○ 科学技術イノベーション総合戦略の確実な実行、成長戦
略等への反映が重要。７月中目途でアクションプラン策定

○ 今回創設する革新的研究開発支援プログラムや戦略的
イノベーション創造プログラムの速やかな具現化

○ 研究開発法人の制度の見直しは、研究開発の現場の目
線に立って、関係府省が連携し早急に検討

○ 総合科学技術の司令塔機能強化は、実行が課題。予算
や事務局体制の充実に向け、関係閣僚が協力



知的財産政策に関する基本方針
について



今から１０年前・・・

知的財産基本法制定

知的財産戦略本部発足

小泉総理による知的財産立国宣言

平成１４年

他の知財先進国に追い付くことを目指す

平成１５年



10年後の現状

新興国の台頭

コンテンツ国内市場の伸び悩み

国際知財競争の激化

ＺＴＥ

華為技術

サムスン

現代

アップル サムスンＶＳ

2005年 １３兆円 2010年 １２兆円



今後10年で目指す国の姿

他国からユーザーやイノベーション投資を呼び込
む魅力ある知財システムを構築する

我が国の知財システムをアジア等新興国のスタ
ンダードとする

創造性と戦略性を持ったグローバル知財人財を
継続的に輩出する

知財で世界のリーダシップをとる国を目指す

３つの目標



知財基本方針の閣議決定

１．企業の海外での事業活動を支援するグローバル
知財システムの構築

２．中小・ベンチャー企業の知財マネジメント強化支援

アジアへの審査官の長期派遣／職務発明制度の抜本的見直し

４つの柱 初めての知財の閣議決定！

知財相談のワンストップ化／特許料減免制度の改革

放送番組の海外展開促進：権利処理手続窓口の一元化

クールジャパンファンドの設置／クリエイターの育成

３．デジタル・ネットワーク社会に対応した環境整備

４．コンテンツを中心としたソフトパワーの強化



知的財産政策ビジョンの第一歩とし

ての知的財産推進計画２０１３決定

今後の実行

４つの柱に沿って今後１０年を見据

えた長期政策課題等を策定

「知的財産政策ビジョン」の決定（本部決定）

「知的財産推進計画２０１３」の決定（本部決定）

長期 （１０年）

中期（３～４年）

短期（１～２年）

工程表を作成して着実に実行！


